
JSR株式会社のグループ会社として、粘着材や接着剤などのエマルジョン事業と、

ファイン事業を２本柱とする株式会社イーテック。

いわゆる「素材・原料系」の企業ですが、８年前にすでにスケジューラーを導入し、

１年半前にシステムを再構築するに当たってFLEXSCHE導入を図りました。

工程数の多い「組立て製造系」と比べ、「素材・原料系」の企業は工程数も少ないといわれますが、

なぜいち早くスケジューラーを導入し、その中でなぜFLEXSCHEを選ぶことになったのでしょうか。

藤枝久氏と、佐藤勝彦氏にお伺いしました。

株式会社イーテック
経営管理部次長兼経営管理部管理グループリーダー
藤枝　久 氏
経営管理部管理グループ主事
佐藤　勝彦 氏

素材・原料系の企業でも
欠かせないスケジューラー。
多段階で詳細な日程計画を実現。

導入事例

手書きのスケジューリングで膨大な時間

　30社以上ものグループ会社を抱えるJSR株式会社。そのグループ会社の中でエマルジョン事業を担っている
のが株式会社イーテックです。
創業は1963年。製造しているのは粘着材、接着剤、コート材、セメント混和材などの石油化学系の素材で、建
築・土木用の材料、カーペットの裏張り、タイルや床用の接着剤などに利用されています。創業以来、エマルジョ
ン事業を手がけていましたが、最近ではファイン事業にも進出し、事業拡大を図っています。
　事業所は四日市、東京、大阪、名古屋の4か所ですが、
今回FLEXSCHEが導入されたのは、三重県四日市市に
ある「本社・四日市工場」。イーテック全体の従業員181名
のうち、148名が勤務する、同社の中心を成している事業
所です。

株式会社イーテック

http : / /www.f lexsche.com/

　イーテックさんからスケジューラーの選定を全面的に任された際に
は、社内で長い時間をかけて検討を重ねました。イーテックさんは早く
から先進的な生産管理システムに取り組んでおり、要求レベルも非常
に高く、それに応えられるスケジューラーを探しました。その過程で出
会ったのがFLEXSCHEでした。イーテックさんの要望を叶えることは
もちろんですが、当社として高く評価したのは、カスタマイズがしやす
く、自社で保守・メンテナンスが容易だという点でした。
　イーテックさんの製造工程は、工程数こそ多くはありませんが、複雑
な制約条件があったため、それをいかに実現したらよいかに腐心し、細
かな修正を何度も加えて、完成度を高めていきました。その過程で大
きな課題に直面した際にはフレクシェ社に応援を頼みましたが、迅速に
対応してくれたので助かりました。
　今回の開発で当初予定していた機能はほぼ実現できましたが、イー
テックさんのＦＬＥＸＳＣＨＥを中心とする生産計画周りの仕組みにはま
だ改善の余地が残されていると思っております。今後イーテックさんと
協力して更により良い仕組みにし、イーテックさんの業務の効率化に
貢献していきたいと思っております。

株式会社イーテック

本社 三重県四日市市大治田1-6-16

URL http://www.etec.jsr.co.jp/

設立 昭和38年

事業内容 合成ゴムラテックス、アクリルエマルジョンを主原料とする建築・土木用材料、

 産業資材用材料の製造・販売、およびアクリルエマルジョン、ファイン系製品等の製造・販売

売上高 97億円（平成17年3月期）

従業員数 181名（平成17年6月現在）

特徴 JSR株式会社100％出資。平成16年よりファイン事業も開始し、エマルジョン事業との2本柱となる。

株式会社イーテック導 入 事 例

インテグレーターの声 JNTシステム株式会社
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経営管理部次長兼経営管理部
管理グループリーダー
藤枝　久氏

株式会社イーテック導 入 事 例

　「当社は早くから生産管理業務のシステム化に積極的に取り組ん

でおり、8年前にパソコンによる生産管理システムを構築する際に、そ

の取り組みの一環として、スケジューラーの導入を検討することになり

ました。それまでの計画立案は実に原始的で、現場リーダーが紙の予

定表にスケジュールを記入し、それをコピーして原料の発注をすると

いった具合でした。工程はさほど多くはなかったにもかかわらず、計画

立案に膨大な時間を費やしていたのです」

　その理由は、工程以外に複雑な条件を数多く抱えていたからでし

た。

８年前からスケジューラーを導入
　

　エマルジョン事業、ファイン事業とも、「製造」と「充填」の2つの工程

からなります。「充填」工程とは、「製造」工程でできた製品を缶やドラ

ムなどの容器に詰める作業工程のことです。

　「工程の種類は2つですが、その中に制約条件を複雑にするさまざ

まな要因があります。1つは会社規模の割に事業が多く、製品の種類

だけでも『繊維加工材料製品』『化学品製品』『防水材製品』など　

大きく6種類あり、工場も同じ敷地内に6工場もあることです。1工場1製

品ならわかりやすいのですが、1工場で複数の製品を製造することが

あります。2つめが、タンク数の多さです。タンク数は50もあり、タンクはそ

れぞれ生産能力や容量が違うため、つくる製品によって使用するタン

クに制限がある等、さまざまな制約条件を考えながらスケジュールを組

まなければならないのです。」

　こうした制約条件のほかに、さらにスケジューリングを複雑にしてい

たのが納期でした。

　「素材・原料系というと納期に余裕があるというイメージがあるかもし

れませんが、当社の場合は短納期なのです。たとえば、建築土木系の

素材は製造即納入のケースがあったり、時には、『工事で使うのです

ぐに納品を』というオーダーもあります。さらに、ジャスト・イン・タイムに近い

生産計画を立てているユーザーも多く、そうしたニーズに応えるため

に、平均納期は3、4日、短いものだとオーダーの翌日ということもあるの

です。そのため、計画立案をしても、その後何度も計画を立案し直さな

ければならず、手作業によるスケジューリングではとても対応できません

でした。」

　こうしたことから8年前に、スケジューリング用のパッケージソフト（スケ

ジューラー）の導入をしました。自動スケジューリングが可能になったこ

とで計画立案の時間は大幅に短縮されました。

　「ただ、機能面で満足していたかと言うと、実際にはそこまで至って

いませんでした。当初、多段階でスケジュールを組む予定だったので

すが、多段階にするとマスターの設定が非常に複雑になるため、結局

1段階でスケジューリングすることにしました。しかし１段階だと10バッチ

しか入らないところに15～18バッチも割り付いてしまうといったこともあ

り、実際に使えるスケジュールにするために頻繁に人手で修正を加え

る必要がありました。この作業に時間をとられていたため、手作業によ

る修正をできるだけ少なくしたいというのが、長年の課題だったので

す。」

　そして2年ほど前、基幹システムの再構築を図ることになり、この一

環でスケジューラーも見直し対象となったわけです。

「できそうもないことを実現できる」スケジューラーを

　本格的な生産管理システムを構築するに当たって、保守・メンテナ

ンスを担当する会社にソフトの選定を任せ、インテグレーターとしてシス

テム構築をお願いすることにしたのです。

　「『任せる』といっても、当社なりの要望は出しました。まず第一は、当

然のことですが、それまでのスケジューラーより機能が優れていること

です。2つ目が費用で、予算内に収まるのであれば、ゼロからスケ

ジューラーをつくってもらっても良いと思っていました。そして3つめが、

課題だった多段階によるスケジューリングができ、手作業による修正を

少なくできることです。」

　インテグレーターが出してきた答え、それがFLEXSCHEでした。多

段階のスケジューリングが可能なことなど必須条件をクリアしているこ

ともありましたが、もう1つ大きな決め手となったのが柔軟性とカスタマイ

ズのしやすさでした。

　「なぜFLEXSCHEなのか聞いてみたところ、『柔軟性に優れカスタ

マイズがやりやすい』という話でした。先ほどお伝えしたように、当社は

素材・原料系の会社でありながら、タンクの数が多かったり、同じ工場

で違う製品をつくったりと複雑な条件が多い。そうしたものを機能として

しっかりと取り込むためには、通常のパッケージソフトでは限界がある。

スケジューラーを導入しても、当社の要望に対して『できない』では導

入する意味がありません。『できそうもないことも実現してくれる』スケ

ジューラーであることが必要だったわけで、FLEXSCHEの柔軟性とカ

スタマイズのしやすさがソフト選定の決め手となったようです。」

　佐藤氏が実質的なリーダーとなり、各部署からシステム委員を選出

し、生産管理システムの検討がスタートしました。佐藤氏は現場に即し

たスケジューラーにするために、現場責任者の声を吸い上げていきま

した。その中で、どうしても取り入れたかったのが容器（荷姿）による充

填時間の違いを機能として反映させることでした。

　「容器には大きく分けて、『缶』『ドラム』『ローリー』の3種類あり、缶

は容量が小さいので充填効率が悪く、一定数量当たりの充填時間も

長くなります。一方、ローリーは大容量の容器なので効率良く充填でき

るといったように、一定の数量を充填する場合、容器の種類によって充

填時間も変わるのです。それをスケジューラー上で表現できないかと

考えました。」

　これはマスターの持ち方を工夫することによって、FLEXSCHEの標

準機能で対応できました。

　そして、もう1つFLEXSCHEで実現を図ろうとしたのが、オーダー量

に応じてタンクを選べるようにする機能でした。

　「タンクの中には製品などを攪拌するための羽根がありますが、その

羽根の位置によって生産できる量（生産能力）が決まってしまうので

す。たとえば、羽根が上に位置する10トンタンクでは、2トンの量は対応

できません。羽根が上にありすぎて攪拌できないからです。オーダーは

3トンだったり10トンだったりと違いますから、そのオーダーに適したタンク

を選ぶ必要があるのです。さらにタンクによってはその羽根が上下に2

つ付いているものもあり、それに対応するために2つの生産能力を設

定可能とすることも求められました。」

　インテグレーターにこの要望を伝えたところ、インテグレーターはフレク

シェ社の協力を得て、その柔軟性を最大限利用して、無事取り入れる

ことができました。

　「他にも、どうしても解決が難しい問題が生じたことがあったのです

が、フレクシェ社から社長自ら2度も当社に足を運んでいただき、細かく

丁寧に対応してくれたのであっという間に解決できました。あの迅速さ

には驚きました。」

　そして、最大の懸案だった多段階のスケジューリングも「製造」と

「充填」の2段階に分け、一部複雑なものは4段階にすることで標準機

能でクリアできました。

細かいレベルまで表現できる柔軟性の高さに、今後の期待高まる

FLEXSCHEが稼動したのは2005年2月ですが、これを境にイーテック

のスケジューリングは大きく変わりました。

　「まずもっとも大きく変化したのは、非常に細かいレベルまでガント

チャート上に表現できるようになったことです。以前は表現できるレベル

は限られていましたが、FLEXSCHEになってから、タンクに入れるべき

原料の量、製造や充填など工程ごとの所用時間が表現できるように

なりました。それも分単位の設定が可能になったため、大雑把な計画

立案から、正確で無駄のないスケジューリングが可能になりました。」

　また、使ってみて「想像以上に便利だった」と語るものがあります。

チャート上の色分けです。

　「当社は受注生産品以外に、生産計画の中で標準在庫を持つ見

込生産品もあるため、ガントチャート上で一目でわかるように、『受注生

産品』と『見込生産品』の色を別 に々してもらいました。この結果、優先

度の高い製品の生産計画が一目瞭然となり、スケジューリングする際

に調整が少なくなり、とても助かっています」

　そして最大の課題だった、人が手作業で修正する時間は「1～2割

減った」と語ります。

　「この部分はまだまだ進化の余地があると思っています。担当者が

手作業で計画を修正する業務のやり方に慣れてしまっていることや、

新しい生産管理システムに不慣れなところもあって、必ずしも効率的に

運用できていないのが現状です。まだ導入して日が浅いので、この部

分はインテグレーターやフレクシェ社の協力を得てシステム機能の充

実を図るとともに、当社で運用の改善を図っていくことでより良いものに

していきたいと思っています。」

　8年前からスケジューラーを導入するなど、最新のシステムをいち早

く取り入れて、今後も改革に意欲的なイーテック。その分フレクシェ社

への要望と期待も大きいようです。

　「うまくスケジューリングできなかった時に、その理由を画面に表示し

てくれると次に何をするべきかわかるので、ぜひこれは追加機能として

取り入れていただけたらと思っています。期待するのはやはり

FLEXSCHEの可能性です。これからさらに業務改革を進めていく中

で、当然当社からさまざまな要求、要望が出てくると思います。そのとき

に、通常のスケジューラーでは対応できない可能性があります。しかし、

FLEXSCHEには他社のスケジューラーにはない高い柔軟性がありま

す。その意味で、今後出てくるであろう我々の無理な要望も、きっと叶え

てくれると期待しています。」

経営管理部管理グループ主事
佐藤 勝彦氏

"FLEXSCHE"および"フレクシェ"は株式会社フレクシェの登録商標です。
その他、記載されている会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。

Copyright (C) FLEXSCHE Corporation All Rights Reserved.


	etekku05070_01_print
	etekku05070_02_print

